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はじめに
本稿では、中国語初級段階の学生が学ぶ動詞に関連する文型を取り上げ、その停頓の位
置および強調される部分について考察する。これは同時に、「講座日本語教育」Vol.35
（早稲田大学日本語研究教育センター　1999.11）に発表した同題の論文の続編でもある。
前論文では、主語と謂語、疑問、修飾・被修飾について述べておいた。併せてお読みいた
だければ幸いである。なお、「介詞」構造の文型については、紙幅の関係から、号を改め
て掲載したい。
１）動詞に関連して
①双賓動詞（二重の賓語＝目的語を取る動詞）
「動詞が二重の賓語を取る時は、間接賓語と直接賓語との間で切る」
中国語では、二重の賓語（＝目的語）がある場合、間接賓語が先に来て、直接賓語が後
ろに来るという構造になっている。英語でも同様であるが、間接賓語にはヒトが来ること
が多く、直接賓語にはモノが来る。間接賓語、直接賓語は、その位置と相まって、誤解の
生じることは少ない。話し言葉においては、間接賓語と直接賓語との間に停頓を入れ、語
の先後を決めることにより、誤解の発生を防ぐ二重の構造になっていると考えられる。日
本語の場合、「に格」（間接目的語）と「を格」（直接目的語）とによって、明確に区別さ
れているため、停頓は必ずしも必要ではないが、各例文に付した日本語訳にあるとおり、
時として行われているように思われる。
１．儿子▽A母B‖生日礼物。
息子は▽母親に‖誕生日のプレゼントをします。
２．徐老C▽教A我們‖日D。
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徐先生は▽私たちに‖日本語を教え（てください）ます。
３．0▽1主席‖12？
誰が▽議長に‖質問しますか？
４．u▽v我‖一支rs。
鉛筆を▽取ってください（ませんか）。
例えば、例１では、まず、主語の「3子」と謂語（＝述語）の「A 」との間に停頓があ
る注２。そして、それは直接賓語と間接賓語との間の停頓よりも少し長い。もし、直接賓
語と間接賓語との間に停頓がないとすると、「母親へのプレゼント」（母B的生日礼物）を
誰か他の人に「くれてやる」ことになってしまう可能性が生じるわけである。
なお、二重の賓語を持つ文では、一般には間接賓語が強く発音される。しかし、状況に
よっては、主題（主語も含む）が強調されたり、直接賓語が強調されることもある（⑥、
⑦参照注３）。
②連動文
「連動文では、前置の動詞（賓語・補語成文も含めた関係語）と後置の動詞と
の間で切る」
「連動文」とは、一つの文の中に動詞が二つ用いられている文のことを言う。前置の動
詞は、後置の動詞の動作を含んだものであり、後置の動詞は、前置の動詞の動作から導か
れたものである。
５． ▽去4站‖接朋友。
彼女は▽友だちを‖駅まで迎えに行きます。／彼女は▽駅に行って‖友だちを迎
えます。
６．他▽5常坐6机‖去旅行。
彼はよく飛行機で旅行に行きます。／彼はよく飛行機に乗って、旅行に行きま
す。
７．小李▽拿麦克7‖唱歌。
李さんは▽マイク片手に‖歌を歌います。／李さんは▽マイクを持って‖歌を歌
います。
８．小8▽没有理由‖不上9。
陳さんには▽授業に出られない理由が‖ありません。／？陳さんは▽理由がなく
て‖授業にでません。
例５～例８からも分かるとおり、いずれも一つの文の中で、同一の主体が二つの動詞を
持っている。例５では、「出迎えに行く」という訳が普通であるが、「駅に行って、友だち
を出迎える」という訳文も可能となる。前者では、「～に行く」の助詞「に」が目的を表
すとされ、後者では、助詞「て」が前の動詞の動作の範囲に後ろの動詞の動作が含まれて
いるわけである。例６では、「手段・方法」を表す助詞「で」を使う訳し方とともに、例
５と同様、助詞「て」を用いて、動詞句として表現することもできる。いずれにしても、
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「飛行機に乗る」という動作の中に、「旅行する」ことが含まれることになる。例７では、
多少意訳的ではあるが、「～片手に」という何かを軽く握る動作を示す訳し方と、「～を持
って」とする動詞句としての訳し方がある（動詞「坐」、「拿」を介詞とするとも考えられ
る注４。例８は、「有」という特殊な動詞（「有字句」を構成する注５）が用いられている。
例５～７までの例で前置動詞句が状語（連体修飾語）としての働きをしていたのと異なり、
後置動詞連語が後ろから前置動詞句の中の名詞部分を定語（＝連体修飾語）として修飾し
ている点である。ただし、この構造は、後述する「兼語文」とは異なり、「理由」が「不
上課」の主語とはなっていない注６。
連動文においては、一般に後置の動詞（および賓語を含めた関係連語）が強調される。
さらに、前置動詞連語の最後の語が停頓の前で少し高めに発音される。文章がそこで終了
するのではなく、停頓を挟んだ同一の文であることを示すためである。
③兼語文
「兼語文では、前置の動詞の賓語が後置の動詞の主語となる場合、前置の動詞
（および賓語・補語成文も含めた関係語）と後置動詞との間で切る」
「兼語文」とは、一つの文の中に動詞が二つあり、前置動詞の賓語（ヒト・モノ）が後
置動詞の主語となる文のことを言う注７。前置動詞としては、「 P」（呼び方の説明や定
義付け等をするもの）、「喜E」・「RV」（愛憎等を表すもの）、「有」・「没有」（存在し
たり、存在しなかったりするヒト・モノ等を表すもの）等がよく用いられる。次項で述べ
る「使動文」（＝使役文）等も兼語文の一種と考えられている注８。
９．Q田▽t助内山小姐‖U W ?w文。
飯田君は▽内山さんが卒業論文を書くのを‖手伝っています。
10．我‖感Sx位▽支持我的意X。
（私は▽）皆様の私の意見に対するご支持を‖感謝いたします。
11．留学生,‖RVZ京▽物价太高。
留学生たちは▽東京（で）は物価が高すぎるといって‖いやがっています。
12．上野先生▽有F朋友‖去美国。
上野さんは▽友だちが‖アメリカに行きました。／上野さんには▽友だちがいて
‖アメリカに行きました。
例９～12では、「Q田」･「我」･「留学生,」･「上野先生」は、いずれも各文の主語で
あり、「t助」･「感S」･「RV」･「有」が動詞である。さらに、その動詞に「内山小姐」･
「x位」･「Z京」･「朋友」といった賓語が付いている。これだけでも動詞述語文としての
一定の条件を満たしていると言える。ただ、この構文では、前置動詞の賓語は後置動詞の
主語になるという特徴がある。すなわち、「内山小姐」･「x位」･「Z京」･「朋友」はそ
れぞれ、後置の動詞連語（動詞＋賓語）、「U＋W ?w文」･「支持＋我的意X」･「去＋美国」
の主語となっているわけである。なお、例11は、「Z京［大主語］＋物価［小主語］＋太
高［述語］」という主謂謂語句（主述述語文）となっており、純粋な意味では動詞＋賓語
の形式にはなっていないが、いずれも前置動詞の主語をより詳しく説明したものであるた
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め、例として挙げておいた。
こうした文では、最長の停頓は冒頭にある主語と謂語の間にはなく、その謂語（多くは
ヒト）と後置の動詞連語との間に置かれる。これに次ぐ停頓が冒頭の主語と賓語とにある。
またこの場合、前置の動詞とその賓語とが強調して発音される注９。
④使動文（使役文）
「使動文においては、使動を表す「使」・「a」・「叫」等の賓語であるヒ
ト・モノと後置動詞との間に停頓を持つ」
使動文も「使」・「a」・「叫」等といった、動詞を起源とする介詞を用い、形式の上
からは、［主語＋謂語＋賓語］という語順を取り、賓語はさらに主語と賓語とに分かれて
いる。そのため、兼語式の文に分類されることもある注10。したがって、前の主語の部分
と謂語との間で停頓を持つとともに、後ろの部分では、動作がかかるヒト・モノのところ
で停頓を持つことになる。その動作部分（賓語を含む）が長ければ、その中でやや短めの
停頓を持つ。
13．*件事▽使我‖很高Y。
私は▽このことが‖とてもうれしかった。／このことは▽私を‖非常に喜ばせま
した。
14．我▽叫他‖上街｜yZ西。
私は▽彼に‖町まで買い物に行ってもらいました。／私は▽彼を‖町まで買い物
に行かせました。
15．u派▽松山‖干*件事。
松山君に▽この仕事をやってもらいましょう。／松山君に▽この仕事をやらせま
しょう。
16．*里的風光▽令人H念‖我所在的｜老北京的I子。
このあたりの風景からは▽私が昔住んでいた北京のたたずまいが‖懐かしく思い
起こされます。／このあたりの風景は▽私が昔住んでいた北京のたたずまいを‖
懐かしく思い起こさせます。
例13～16では、介詞「使」･「叫」･「派」･「令」の後ろの、動詞がかかる部分に停頓
を持つ。なお、例15の「派」は、動詞「派」（派遣する等の意味）が内包する使役的意味
から来る使動とも考えられるが、ここでは介詞と考えておく。
また、例16では、「人」は特定の人間を指すのではなくて、一般の人間について言って
いる。こうした場合、動詞に賓語等の他の成分が付いていない時は、一挙に発音し、中間
に停頓を入れる必要はない。同様のものに「使人～」がある。
使動文では、動作のかかる対象すなわち、ヒト・モノに相当する部分が強く発音される。
しかし、「令人」･「使人」等の場合は、それに続く動詞の部分が強く発音される。なお、
例13～16では、いずれも二通りの訳文を提示しておいた。日本語では、非情物が主語に立
ちにくいという原則の適用ではあるが、外国語の翻訳文調の普及等により、さほどの不自
然さを感じなくなっていることも事実である。また、翻訳の原則として、原文の持つ味を
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残す意味で、なるべく文法構造を変えずに訳すことも重要なことではある。
⑤被動文（受け身文）
「被動文においては、被動を表す介詞「被」･「譲」･「叫」の賓語であるヒ
ト・モノと後置動詞との間に停頓を持つ」
被動文も使動文と同じく、「被」･「譲」･「叫」等の動詞起源の介詞を用い、形式の上
からは、［動詞＋謂語＋賓語］という語順を取り、賓語はさらに［主語＋謂語］に分かれ
ている。そのため、被動文と同様、兼語式の文に分類されることがある。
前の主語の部分と謂語との間に停頓を持つとともに、後ろの部分では、動作がかかるヒ
ト・モノのところに停頓を持つ。その動作部分（賓語も含めて）が長ければ、その中に停
頓を持つことになる。
17．花田老C▽被大家‖称P活辞典。
花田先生は▽みんなから生き字引と‖言われています。
18．z教授▽a人‖u到#演了。
馬教授は▽講演に‖招かれました。
19．那本b▽a$山‖借走了。
その本は▽湯山さんが‖借りて行きました。／その本は▽湯山さんによって‖借
りて行かれました。
20．那杯牛"▽叫妹妹‖喝光了。
牛乳は▽妹が‖全部飲んでしまいました。／牛乳は▽妹によって‖全部飲まれて
しまいました。
21．1945年，北京▽j放了。
1949年、北京は▽解放されました。／？1949年、北京は▽解放しました。
22．小J候‖我▽死了父B。
幼い頃‖私は▽父に死なれました。／幼い頃‖私は▽父が死にました。
例17～20は、介詞「被」･「a」･「叫」の後ろの、動作がかかる部分に停頓を持つ。
例18は、例16と同様に、「a人」の「人」が不特定のヒトを指しているので、動詞までを
一気に発音し、それと賓語との間に停頓を入れる。被動文においても、動作を受けるヒ
ト・モノに相当する部分が強調される。例18の場合、それに続く動詞「u到」が強めに
発音されることになる。
例21、22は、介詞を用いない意味上の被動文であり、主語と賓語の停頓に従う。ただ、
例22は、存現文でもある。これについては、存現結構句（＝存現構造文）の項で詳しく触
れることにする注11。
⑥把字句
「把字文では、主語と「把」字との間で停頓を持ち、「把」の賓語と動詞との
間でもやや短い停頓を持つ」
「把字句」とは、介詞「把」を用いることにより、賓語を動詞の前に置く文のことを言
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う（賓語に処置を加えるという意味で、「処置式」の文とも言われる）。双賓動詞の文に出
現する時は、モノを処置することが多く、普通の動詞文の場合は、「及物cd（＝他動詞）」
でなければならない。次項で扱う「賓語の倒装（倒置）」とも似ているが、そもそも、品
詞が異なっており、文頭（＝主語の位置）に来ることはほとんどない。こうした「把字句」
が成立するためには、「把」の賓語が既知の情報であることが必要である。それは、主語
に次ぐ位置を持っていることからも了承されるであろう。いずれにせよ、動詞より前に置
かれることによって、「把」の賓語を強調する働きを持つのである。
23．薇薇▽把b‖>破了。
薇薇は▽本を‖ビリビリに破いてしまいました。
24．前田先生▽把打文字e理机‖当做一=%趣。
前田さんは▽ワープロを打つのが‖楽しみです。
25．u把‖*F消息▽告f大林。
この知らせを▽大林さんに‖教えてあげてください。
25．我▽没把*件事情‖ 好。
私は▽この件は‖うまく片づけられません。
こうした把字句では、介詞「把」の賓語である語句が強く発音される。また、一字の副
詞「u」･「没」･「不」等や能願動詞（後項で詳述する）「能」･「会」等が前に置かれる
場合、［副詞＋把＋賓語］の連語が一挙に発音される。
⑦賓語の倒装（倒置）
「動詞謂語句で、その賓語が倒装され、主語、動詞の前に置かれた場合、倒装
された賓語の後ろに停頓を持つ」
賓語を議題化したり、強調したりするためにおくことを「賓語の倒装（＝倒置）」と言
う。この場合、文頭に来た賓語と主語との間に停頓が置かれる。
26．西安▽!‖去@ ｜没有？
西安へは▽行ったことがありますか。
27．中文▽我‖只学了｜L三个月。
中国語は▽私は‖二三ヶ月しか｜勉強していません。
28．那本小& ▽我 得‖很有意思。
その小説は▽私は‖とても面白いと思います。
29．*件事▽!告f‖0了？
このことは▽あなたは‖誰に話しましたか。
例26は、「!去@ 西安没有？」の中の「西安」が、例27では、「我只学了L三F月中文。」
という動量構文の補語成文中の「中文」が、例28では、「我 得那本小& 很有意思。」と
いう感覚動詞構文の賓語「那本小& 」が、例29では、「!告訴0*件事？」という双賓構文の
直接賓語「*件事」がそれぞれ倒装されているわけである。なお、例27の動量構文とは、
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動詞とその補語成文に量詞が置かれた構文、すなわち［動詞＋量詞］から成る文のことで、
この場合は、動詞と量詞との間に停頓が置かれる。
また、賓語が倒装された文では、文頭に置かれた賓語がその文の中で最も強く、ゆっく
りと発音される。
⑧存現句（=存現文）
「ヒトやモノが存在したり、現象・出来事が発生する場所を表す語とその場所
で行われる動作を表す動詞との間に停頓が置かれる」
「存現句」とは、ヒトやモノが存在したり、現象や出来事が発生することを表す文のこ
とを言う。これを図示すると、以下のようなものになる。
〔存在句〕［場所語＋動詞＋ヒト・モノ］
〔現象句〕［動詞＋ヒト・モノ］
これは、前編で説明した「有字句」･「在字句」と同じ構造を取っている注12。大きく言え
ば、「有字句」･「在字句」が「存現句」の中に含まれると言ってよいかも知れない。存在
句では、場所語が顕在化しているが、純然たる天然自然の現象（例えば、「下雨了」の文
では、動詞「下」の前に場所を表す語を持たない）を表す場合、それは必ずしも必要では
ないわけである。
30．hbi前O▽站着学生。
図書館前に▽学生たちが立っている。
31．高速公路上▽出g了奇怪的M 車。
高速道路上に▽変なトラックが現れた。
32．家里▽死了一条牛。
家の牛が▽死んだ。／家で▽牛が死んだ。
33．放暑假了。
夏休みが始まった。
例30～33では、通常の文が［主語＋謂語＋賓語］の形を取るのに対して、［場所語＋謂
語＋主語（ヒト・モノ）］のような語順になっている。例33は、動作主を表す語がないた
め、「無主句」（主語のない文の意）と呼ばれる。要するに、純然たる現象の出現として、
所謂場所語も必要なくなっているわけである。
なお、例22の「我死了父親」も、「我」を場所語として考えれば、「父親」が「死ぬ」と
いう出来事が「我」の環境の中に出現したことになる。この時、「私は父に死なれた」と
訳したのは、偏に文脈によったものである。
存現句では、文頭に置かれた語（場所語）が最も強く発音される。
⑨能願動詞
「能願動詞の賓語が短い場合は、停頓を入れずに発音するが、賓語が長い場合
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は、停頓を入れてもよい」
「能願動詞」とは、中国語文法独特の術語で、能力や願望を表す語のことを言うのであ
るが、働きの上から言えば、動詞と言うより、日本語や英語の助動詞に似た点がある。動
詞と呼ばれるだけあって、賓語を持っていたり、否定副詞により否定するなど、動詞とし
ての性質を残している。
34．小李▽会& 英D。
李さんは▽英語が話せます。／李さんは▽英語を話すことができます。
35．明天▽不会下雨。
明日は▽雨が‖降らないでしょう。／明日は▽雨など‖降りっこないです。
36．竹内▽能j)*个12。
竹内君は▽この問題が‖解決できます。／竹内君だったら▽こんな問題‖わけは
ありません。
37．!▽明天‖能不能早点儿来？
君は▽明日‖早く来られますか。
38．*儿▽可以抽烟。
ここでは▽タバコを吸うことができます。／ここでは▽タバコを吸ってもいいん
です。
38．g在▽可不可以‖打棒球？
今▽野球をしてもいいですか・
39．我▽要学l雪。
私は▽スキーが習いたいです。
40．?▽想看‖徐志摩的｜k歌。
彼女は▽徐志摩の詩を‖読みたがっています。
41．!▽m n去医院‖打o。
あなたは▽病院に行って‖注射をしてもらうべきです。
能願動詞「会」は、可能および実現する可能性がある時に用いられる。例34では、訓練
することによって、可能になったことを表し、例35のように、否定の形を取ると、客観的
な可能性が否定される。
「能」は、能力や客観的な可能性、将来あり得る可能性を表す。「会」が訓練などを通
じて得られる能力を表すのに対して、「能」は先天的に得られた能力を表すのに用いられ
る。例36では、主語＝竹内は、「問題を解決する能力」を持っていることになる。例37は、
「能」が用いられた「正反疑問文」（肯定と否定を同一文中に用いる疑問文）である。
「可以」は、可能や許可などを表す。例38では、暗黙の許可があるから、「タバコを吸
うことができる」のである。例39は、明らかに許可を求める表現となっている。許可され
ない／許可できない場合には、副詞「不」を用いればよい。
「要」は、意志・願望を表す。その否定形は、「我不要学l雪」ではなくて、「我不想
学l雪」等となる。もし、「不要」を使えば、必要性の否定ないしは禁止等との意味の混同
を来すからである。
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「想」は、願望を表す。「要」、「会」と同様、後ろに動詞的成文が来ない時は、純然た
る動詞となる。
「m n」は、当然（道理上等から見た）を表す。
その他、能願動詞には、「得」、「打算」、「願意」、「肯」等がある。
能願動詞が用いられた肯定文では、その賓語が強調されて発音される。正反疑問文の場
合も同じであるが、否定文の場合は、否定の部分が強調される（二重否定の場合も同じ）。
以下続く
注１　呉潔敏・朱宏達『漢語節律学』（語文出版社　2001.2）では、「停頓」という言い方を取らず、
「停延」と言う（p.35等）。「停」は「停頓」、「延」は「延音」の意であり、その両者を併称し
たものである。
注２　拙論「初級段階の中国語における発話時の『停頓』について」（「講座　日本語教育」vol.35
p.26 早稲田大学日本語研究教育センター　1999.11）参照。
注３　⑥については、本論 p.15、⑦については、p.16参照。
注４　「拿」については、各種の参考書・辞書等でも介詩説を取るが、「坐」については、必ずしも
共通の理解が取られているわけではない。ただ、連動文として二つの動詞が用いられていると
考えるよりも、意味が軽くなることによって、介詩化の過程を歩んでいると考えた方がいいで
あろう。
注５　前掲拙論 p.26参照。
注６　本論 p.13参照。
注７　-月.等『 用g代/DD法』p.448（外語教学与研究出版社　1983.4）には
兼語句的'D是由一Fc:+;和一F主'+;套在一起;成的。即''D中前一Fc:+;的:D兼作后一F主'+;
的主D。
とある。
注８　-月.等前掲書は、「表示使令意又的兼D句」（使役の意味を表す兼語文）として、一項を立て、
「使・a・叫・p・派・(迫」を使役の意味を持つ前置動詞としている。（P.448～）
注９　-月.等前掲書は、
从D音形式上看、兼D句中D音可以停頓或可以< 的地方是在兼D的后面、而不是第一Fcd的
后面。
とする。
注10 注８に同じ。
注11 本論 p.17参照。
注12 注２拙論 p.27、p28。
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